
 

 

～全国自治体で初の試み～ 

「岩手県庁 Ingress 活用研究会」の発足について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究会の目的 

  Ingress を一般的な広報メディアと同様の媒体と位置付け、新しい PR ツールとし、これを通

じて観光振興、地域活性化、情報発信の強化等を進めることの可能性、有効性について調査検

討を行います。 

 

２ 具体的な検討内容 

  研究会では、とりあえず以下の視点から活用を研究し、具体的行動も含め検討します。 

 (1) 活用における課題、県内の観光地をポータルとして多数申請してもらうための方策、

Ingress に関する情報提供のあり方についての検討 

(2) Ingress プレイヤーのためのイベント開催等の働きかけについての検討 

(3) 国体や大規模集客イベント等とのコラボレーションその他の連携可能性についての検討 

 ※ 文末の囲み「こんなことができるかも！Ingress 活用」を参照ください。 

 

３ 研究会の構成 

  下記の各課等の有志職員計 10 人で構成し、主宰は秘書広報室首席調査監です。 

   ・秘書広報室広聴広報課 

   ・政策地域部政策推進室、情報政策課 

   ・商工労働観光部観光課 

   ・国体・障がい者スポーツ大会局総務課 

   ・教育委員会事務局生涯学習文化課 

   ・農林水産部水産振興課 

   ・復興局産業再生課、復興推進課 

 

４ 活動計画 

  当面今年度内を想定し、会合を 3 回程度開催することとしますが、具体的アクションは随時

行って行きます。 

 

５ 第１回の会合について（取材出入り自由です） 

 (1) 日 時  平成 26 年 9 月 25 日（木）10：30～11：30 

 (2) 場 所  県庁 8 階 8－E 会議室 

平成 26 年 9 月 24 日 

岩手県秘書広報室調査監  

019-629-5501、5502 

 県では、平成 26 年 9 月 25 日、庁内の有志による任意組織「岩手県庁 Ingress 活用

研究会」を発足させ、第 1 回の研究会を開催します。 

 Ingress の活用を組織的に進める動きは、全国の自治体で初めてのものとなります。 

 

報道発表資料 －岩手県－ 

《Ingress（イングレス）とは》 
Google が開発、提供している、スマホ等の位置情報交信機能を利用する無料のゲームアプリ。

全世界でのダウンロード数がおよそ 1千万といわれ、日本でも急速にユーザーが増えていると
いわれている。 
プレイヤーは青又は緑の２つの陣営のいずれかに属し、現実の世界における名所旧跡等（ゲ

ームでは「ポータル」と呼ばれる。）を訪れ、その場で端末を操作することで、そのスポット
を占拠することができ、これを通じて自陣のエリアを拡大していく、といういわば陣取りゲー
ムである。 
ポータルとして登録されやすい場所は、ほぼ一般的な観光スポットと重なること、占拠する

ためには必ず現地に赴いて端末を操作する必要があることから、県内の観光地等を積極的にポ
ータルに申請し、登録を受けることによって、ゲームプレイヤーや一般観光客でゲームを楽し
む人にとって、岩手を訪れる楽しみが増え、また、より多くの観光地を訪れてもらうことがで
きるものと期待される。 



 (3) 内 容  活動方針についての確認及び当面の活動内容についての協議 

 

６ 留意事項 

  今回の取組みは、あくまでポータルを増やすことや来県者を増やすことを目的とするもので

すので、県として公的に Ingress で遊ぶことを推奨するものではないこと、Ingress において規

定するルールに従うべきことについてお断りしておきます。 

 

７ 主宰者からのメッセージ 

  県は、これまでも復興情報等の効果的発信のため、スマートフォン向けアプリ「e! いわて い

わてつながり情報局」の開発と提供（H26.2 リリース）、ニコニコ動画サービスを利用した生放

送の実施（H25.11 から毎月１回生放送）などに取り組んで参りました。 

  今回の研究会活動を通じ、更なる「ネット時代の新たな情報発信ジャンルの開拓」を進めて

いきたいと考えております。 

  県内、そして全国の Ingress プレイヤーの皆様には、ぜひ県内の名所旧跡や観光スポットな

どを積極的にポータル申請していただきますよう呼び掛けたいと思います。 
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こんなことができるかも！Ingress 活用 
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事例１ グーグルや旅行代理店とタイアップした被災地におけるイベントの開催 

 たとえば宮古市内に開催日だけの臨時ポータルを沢山用意、代理店が全国からゲームプレイツ

アー客を募集。イベント当日は、市内各地をプレイヤーが歩き回って陣取り合戦を繰り広げる。

この際、市内の観光地や文化財、有名スポット等を多くの客が訪れることになる。 

 

事例２ テーマポータル巡り 

三陸ジオパークのジオサイト巡り、妖怪スポット巡り、宮沢賢治ワールド巡り、安倍一族の悲

劇巡りなど、ゆかりのポータルをグループ化し、プレイヤーに対してテーマ性を持ったポータル

巡りの旅を提案。 

 

事例３ 国体とのタイアップイベント 

本県を訪れる選手や関係者、応援団などにオプション企画として県内での Ingress プレイ企画

を提案し、より多くの県外客が 1 日でも多く滞在してもらうように仕掛けていく。 

 

事例４ お土産品やサービス提供 

Ingress の２陣営は青と緑であることから、青と緑を使ったお土産品、メニューを開発し、訪れ

るプレイヤーに提供する。また、Ingress のプレイヤーにとって、携帯端末のバッテリーの持ちが

最大の心配事であることから、ポータル近隣の商店等において、「無料で充電 OK」という便宜を

提供すると、集客アップ等の大きなメリットが。 

 

事例５ Ingress コミュニティの合宿を誘致 

Ingress にはユーザー同士がチャットで連携するといったコミュニケーション機能があり、国内

でも同じ陣営同士のユーザーでグループになる例も出てきている。まとまって活動することで効

率的に陣地を拡大できることから、「県内での合宿」を提案し、団体客として誘致する。 


